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UpstreamとRed Hat製品

コンテナをエンタープライズレディに OpenShiftにかけるRed Hatの意気込みとは？ | Think IT（シンクイット）(OpenShiftの歴史)

「Red Hat Enterprise Linux 6」の出荷開始、「仮想化機能のKVMはVMwareをしのいだ」 | 日経クロステック（xTECH）

Red HatがLinuxに「hypervisor」を搭載，仮想化システム管理ツール「oVirt」も提供 | 日経クロステック（xTECH）

実はこれまでのRed Hatの仮想化製品の下回り技術はRHEL(+KVM)の応用で成り立っています。
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https://thinkit.co.jp/article/14031
https://xtech.nikkei.com/it/article/COLUMN/20110119/356249/
https://xtech.nikkei.com/it/article/NEWS/20080619/308616/
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Red HatとAWSが共同でサポートする AWS上の

フルマネージド OpenShiftサービス

ビジネスニーズに応じた拡張性と、オンデマンドの課金モデル(時間または年間)による

柔軟な価格設定で、必要なリソースだけ支払うことができます。

Simplify cluster operations

コントロールプレーンとクラスター運用機能（Cluster Operator）の運用監視を

フルマネージドで提供します。

Empower developers to innovate 

AWSの使い慣れたAPIやサービスと、Red Hat OpenShiftに付属されている開発ツールを

組み合わせることによって、迅速に開発環境を構築します。

Red Hat OpenShift 
Service on AWS  
(ROSA)

運用の複雑さを軽減し、開発者がアプリケーションの開発と運用に集中

Flexible, consumption-based pricing 

Expert management and support

Red Hat SREがデプロイから日々の運用まで24時間365日のサポートを提供します。

AWS
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Red Hat OpenShift Service on AWS (ROSA)
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OpenShift Virtualization 概要 
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Remain

OpenShift を使用

Refactor

vSphere の仮想ホストから、クラウドネイティブ(コンテナ、サーバレス) 
なアプリケーションアーキテクチャへ新規変更

Replatform

仮想化技術は維持したまま、OpenShiftへ仮想マシンをプロセス移行

Remain

VMware で従来通りの仮想マシン運用を継続
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Cloud Native
Application

Alternative
Virtualization

t

お客様のシステム
ワークロード

1 2 3 4 5 ～

VMwareで残り続ける
ワークロード

仮想マシンのワークロード

仮想マシンの  Replatform と Refactor の Hybrid 

Refactor

Replatform
OpenShift 
Virtualization を使用

コンテナのワークロード
(新規 + Refactor)

VMware への依存度を下げながら、 OpenShiftの利用を加速

VMware からの移行はどう検討されていますか？
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VMware
vSphere

VMware vSphere

VMware vSphere

VMware vSphere VMware vSphere
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OpenShift Virtualization on AWS 概要

❖ OpenShift が提供するサーバー仮想化機能
○ Linux の仮想化機能に基づくサーバー仮想化

○ ROSA に標準で含まれる機能で、追加のライセンス契約費用は不要

○ オンプレミス-クラウドのハイブリッドアーキテクチャを実現

❖ Linux と Windows の両方の仮想マシンをサポート
○ 代表的な Linux ディストリビューションと Windows Server の

テンプレートを標準装備

○ OpenShift/ROSAで動作するOpenShift Virtualizationは
Red Hat Enterprise Linuxのサブスクリプションを内包

❖ 仮想マシンの専用移行ツールを用意
○ VMware仮想化環境から OpenShift Virtualization へ仮想マシンを移行

するツール (Migration Toolkit for Virtualization) を無償で使用可能

Virtual 
Machine

Red Hat OpenShift

OpenShift Virtualization

6
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OpenShift で仮想マシンを起動・管理できる標準機能  Virtualization

これからはOpenShiftでコンテナのみならず仮想マシンも起動・管理できます。

コンテナ・VMが混在するシステムを統一したインターフェースで運用できます。

● OpenShift (Bare Metal Node) で動作し、Linuxの

KVM機能を応用してVMを扱うことができます

● UpstreamのOSS「KubeVirt」は2023年7月に1.0版を

リリースし、技術としても一定の成熟を果たしています

● OpenShift Virtualizationの機能はOperatorHubから

簡単に無料でインストール可能です

Windowsも動作

*1 https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift/self-managed

https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift/self-managed


Copyright © 2025 Red Hat K.K. All Rights Reserved.

● 高可用性（HA） ● ライブマイグレーション*

Worker
Node

Worker
Node

障害 Worker
Node

Worker
Node

自動で再起動

Worker
Node

Worker
Node

Worker
Node

Worker
Node

無停止で移動

● 負荷分散 ● VM スナップショット / リストア

Worker
Node

Worker
Node

Worker
Node

Worker
Node

自動で
負荷分散

Worker
Node

Worker
Node

Worker
Node

Worker
Node

Snapshot Restore
障害

負荷高騰

OpenShift Virtualization は仮想基盤を支える様々な機能を用意しています。
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OpenShift が提供する仮想化基盤としての機能紹介

*OpenShift Virtualization on ROSAでライブマイグレーションを利用する際は、
ストレージにAmazon FSx for NetApp ONTAPをご利用ください。  
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VM

OpenShiftを利用することによる RHELユーザーへのメリット

Hypervisor

VM VM

RHEL

VM

RHEL

VM

RHEL

VM

RHEL

Red Hat OpenShift on AWS

ホスト ホスト ホスト ホスト ホスト ホスト ホスト ホスト ホスト ホスト ホスト

VM

RHEL

VM

RHEL

VM

RHEL

VM

RHEL

OpenShiftに包含されるRHELサブスクリプション

個別に利用料がかかるRHELサブスクリプション

ホスト

既存のHypervisor Red Hat OpenShift Service on AWS
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RHEL RHEL

VM

RHEL

VM

RHEL

ホストサーバーのスペックが許す限り、 OpenShift Virtualization上で
RHELを無制限に建てる事が可能です

*ROSAではなくOpenShiftのSubscriptionをEC2に持ち込む場合、上記のRHEL
が含まれていない型番もございますのでRed Hat営業窓口にお問い合わせくださ
い。
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● クラウドの特徴を活かしたメリット

○ インフラの調達が容易で、柔軟に拡張 /縮退が可能です。

○ CPUオーバーコミット を活用し、EC2ベアメタルインスタンスのCPUを

上限に縛られることなく仮想マシンリソースを構築可能です。

○ ハードウェアの運用をクラウドに任せる ことが可能です。

ROSAの場合はOpenShiftの運用もRed Hatが担当します

● 既存のOpenShiftユーザーにとってのメリット

○ オンプレミスのOpenShiftのユーザーがクラウドの知識最小限 で

クラウド上で仮想マシンの構築/運用可能です。

OpenShift Virtualization をクラウドで構築 /運用するメリット

10
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OpenShift Virtualization 事例 https://www.redhat.com/ja/success-stories#virtualization 

(日本国内でも非公開の導入実績あり )

11

https://www.redhat.com/ja/success-stories#virtualization
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OpenShift 提供形態 
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AWSにおけるOpenShiftの提供形態

● Red Hat OpenShift Service on AWS (推奨)
○ AWSとRed Hatが共同提供しているマネージドサービスを活用する方法

○ ユーザーアプリの開発 /運用に集中するためのOpenShiftクラスタの運用省力化が可能

■ OpenShiftのインフラ障害復旧や監査ログ保管を Red Hatに任せることが可能

■ Self-Managed OpenShiftと比べて、OpenShiftサブスクリプション料金が安い

● Self-Managed OpenShift on AWS
○ OpenShiftのライセンスを購入し、EC2にOpenShiftを構築する方法

○ AWSのネットワーク構成などをシステム要件に沿って変更したい場合に利用

○ 2025年4月より、日本でもAWS Marketplaceよりサブスクリプションの購入が可能
■ 従量課金制と年間契約制の両方を購入可能

■ 年間契約制のOpenShiftサブスクリプションは、 AWSガイドラインの変更により、

AWSだけでなく、オンプレミスや他のクラウドでも利用可能

○ OpenShift Virtualization Engine (OVE) と呼ばれる仮想マシン運用に特化した

サブスクリプションをAWSに持ち込むことで、安くOpenShift Virtを使うことも可能
■ 最小1台から構築が可能だが、 OVEには仮想マシン用の RHELサブスクリプションは無し

13

紹介ブログは ↓ 

https://aws.amazon.com/jp/blogs/psa/aws-marketplace-new-saas-guideline/
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● ROSAは「OpenShift Container Platform (OCP)エディション」の機能を含みます。

Self-Managed OpenShiftのエディション  (全部で4つ)

14

紹介ブログは ↓ です

2025年5月時点では、OVE以外のSelf-Managed 
OpenShiftをAWS Marketplaceから購入可能
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ROSAの契約形態

ROSAは、AWSの請求書にまとめたいお客様を想定した、従量課金のサービス

OpenShiftインフラ部分のサポートをRed Hatが、AWSインフラ部分のサポートをAWSが提供

15

ROSA

処理主体  (Transacted) AWS

請求元 (Billed by) ※1 AWS

契約条件  (Contract terms) AWS + Red Hat

マネージド管理主体  (Managed by) ※2 AWS + Red Hat

サポート作業主体  (Supported by) ※3 AWS + Red Hat

※1: 請求元が発行する請求書には、OpenShiftサービスの利用料金や、仮想マシンやストレージなどのクラウドサービスの利用料金が記載されます。
※2: ロギング、モニタリング、プラットフォームのアップグレード、セキュリティ、などを担当する主体者。
※3: インストール、利用方法、設定、問題診断、バグ解決などに関して、チャット、電話、メールなどでの問い合わせ対応を実施する主体者。
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ROSA Hosted Control Plane (HCP) の主なサービス仕様
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Specification ROSA

デフォルトの
アーキテクチャ
(SingleAZ/MultiAZ共通)

Worker Node: m5.xlarge (4vCPU/RAM 16GiB) x2 (最小は2台)

Max Worker Nodes 500

対応リージョン 東京&大阪リージョン、他多数

プライベートクラスター
対応 (ROSA)

AWS VPC peering, AWS VPN, AWS Direct Connect が利用可能

IDプロバイダー  (認証) GitHub, GitHub Enterprise, GitLab, Google, LDAP, OpenID Connect, HTPasswd
(HTPasswdはROSAクラスター管理者用途としてのみサポート )

AWSサービスとの連携
Amazon EBS/EFS(ストレージ機能 ),  CloudWatch (ログ転送)

AWS Controllers for Kubernetes (ACK) によるAWS SDKを利用したサービスデプロイが可能

アップデート作業
Red HatによるOpenShiftの自動アップデート

(お客様による、アップデート時間の設定が可能 )

SLA 99.95%

https://docs.openshift.com/rosa/rosa_planning/rosa-hcp-limits-scalability.html
https://docs.openshift.com/rosa/rosa_architecture/rosa_policy_service_definition/rosa-hcp-service-definition.html#rosa-sdpolicy-regions-az_rosa-hcp-service-definition
https://docs.openshift.com/rosa/cloud_infrastructure_access/rosa-configuring-private-connections.html
https://aws-controllers-k8s.github.io/community/docs/user-docs/openshift/
https://www.redhat.com/licenses/Appendix_4_Red_Hat_Online_Services_20211021.pdf
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ROSA HCPクラスターのアーキテクチャ
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● EKSと同様に、ユーザーアカウントにはワーカーノードしか見えない状態のクラスター

● ROSA Service Accountは、Red Hat SREチームが管理

● AWS ファイアウォールによる送信トラフィックの制御 が可能

パブリッククラスター プライベートクラスター

https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_service_on_aws/4/html/prepare_your_environment/osd-aws-privatelink-firewall-prerequisites_rosa-sts-aws-prereqs#doc-wrapper


Copyright © 2025 Red Hat K.K. All Rights Reserved.

AWS Cloud 東京/大阪リージョンCorporate データセンター

Red Hat OpenShift Virtual private cloud (VPC)

ROSA Worker
ベアメタル
インスタンス

AWSとオンプレミスで実現するハイブリッドクラウドアーキテクチャ

VM VM

ROSA Worker
ベアメタル
インスタンス

VM VM
GatewayDirect Connect

専用線

VM VM VM VM

ベアメタルサーバーベアメタルサーバー

お客様のデータセンターと AWSでハイブリッドクラウドを実現可能

VMボリュームを補完するストレージは、 Amazon EBSやアプライアンス共有ストレージから選択

18

Amazon FSx for NetApp ONTAP

アクセスモードが
Read Write Many (RWX)に
対応

iSCSI/NFS

ROSAとオンプレミス用の OpenShiftサブスクリプションを
AWS Marketplaceから購入可能
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AWS Cloud 東京/大阪リージョンCorporate データセンター

Red Hat OpenShift Virtual private cloud (VPC)

Worker on EC2
ベアメタル
インスタンス

AWSとオンプレミスで実現するハイブリッドクラウドアーキテクチャ

VM VM

Worker on EC2
ベアメタル
インスタンス

VM VM
GatewayDirect Connect

専用線

VM VM VM VM

ベアメタルサーバーベアメタルサーバー

AWSのセキュリティグループや Firewallのようなセキュリティポリシーなどを OpenShiftサポート要件の範囲内で好

きに変更したい場合、Self-Managed OpenShiftを利用

Self-Managed OpenShiftは、従量課金形式 *と年間契約形式の両方を利用可能
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Amazon FSx for NetApp ONTAP

アクセスモードが
Read Write Many (RWX)に
対応

iSCSI/NFS

* 従量課金形式の場合、OpenShiftワーカーノード用に用意された専用のAMIを利用

PAYG OpenShift on AWSとオンプレミス用の OpenShiftサブスクリプションを
AWS Marketplaceから購入可能



Johnson ControlsのROSA/OpenShift Virt事例
https://www.redhat.com/en/about/press-releases/johnson-controls-modernizes-security-and-access-hybrid-cloud-foundation-powered-red-hat 
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https://www.redhat.com/en/about/press-releases/johnson-controls-modernizes-security-and-access-hybrid-cloud-foundation-powered-red-hat
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Managed ROSA HCPクラスターの料金目安(税抜)
※AWS オレゴンリージョン (us-west-2) での利用を想定

● 想定構成情報
○ 50台の仮想マシン(1~2vCPU, RAM2~4GiB)の実行

■ RHEL(EBS 20GB):25台、Windows Server(EBS 40GB):25台
■ RHEL仮想マシンのサブスクリプションを含む  (Windows Serverライセンスは持ち込み )

○ SingleAZのワーカーノード 2台構成

■ EC2インスタンスタイプ: 
c5.xlarge(4vCPU, RAM 8GiB) x1 + z1d.metal (48vCPU, RAM384GiB) x1

■ EBS 800GB: 300GB (固定) x2 + 100GB(ROSA内部のPrometheus用途. 固定) x2
(ROSAのワーカーノード1台につき、EBS gp3 300GBが接続されます。

Prometheus用途の100GBは2つ利用されます。ワーカーノードの台数が増えても、100GB x2 のままです。)

● 1年間の想定料金 6,504,396円~ (1ドル150円で計算) [1]
○ ROSAのSubs料金: $0.25/cluster/hour x 24 x 365 + $1000/4vCPU/year x (4+48) = $15,190
○ EC2 instance: ($78.11 + $2052.76)/month x 12 = $25,570.44 [2]
○ EBS gp3 2,300GB: $0.08/GB/month x 2300 x 12 =$2,208
○ NAT Gateway x1: $0.045/hour x 24 x 365 = $394.2

[1]: NAT Gatewayのデータ転送料金、EC2以外の利用料金(VPC/ELB/Data Transfer/S3など)、は料金計算に含めていません。
[2]: c5.xlargeインスタンスとz1d.metalインスタンスのOSはLinuxとして、1年間のReserved Instances料金表を参照。
https://aws.amazon.com/jp/ec2/pricing/reserved-instances/pricing/ 

21

https://aws.amazon.com/jp/rosa/pricing/
https://aws.amazon.com/jp/ec2/pricing/reserved-instances/pricing/
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Self-Managed OCP on AWS Marketplaceの料金目安(税抜)
* AWS オレゴンリージョン (us-west-2) での利用を想定

● 想定構成情報

○ 50台の仮想マシン(1~2vCPU, RAM2~4GiB)の実行

■ RHEL (EBS 20GB): 25台、Windows Server (EBS 40GB): 25台
■ Windows Serverライセンスは持ち込み

○ SingleAZの Single-Node OpenShift(SNO) の1台構成

■ z1d.metal (48vCPU, RAM384GiB) x1、EBS: 120GB (デフォルトサイズ)
○ OpenShift Container Platform (OCP. 2Cores/4vCPUs) x12 を利用

● 1年間の想定料金: 11,907,378円~ (1ドル150円で計算) [1]
○ OCP Subscription (Premium): $4400/4vCPU x 48vCPU = $52,800
○ EC2 instance: $2052.76/month x 12 = $24,633.12 [2]
○ EBS gp3 1,620GB:  $0.08/GB/month x 1620GB x 12month = $1,555.2
○ NAT Gateway x1: $0.045/hour x 24hour x 365 = $394.2

22
[1]: NAT Gatewayのデータ転送料金、EC2以外の利用料金(VPC/ELB/Data Transfer/S3など)、は料金計算に含めていません。
[2]: c5.xlargeインスタンスとz1d.metalインスタンスのOSはLinuxとして、1年間のReserved Instances料金表を参照。
https://aws.amazon.com/jp/ec2/pricing/reserved-instances/pricing/ 

https://aws.amazon.com/jp/ec2/pricing/reserved-instances/pricing/
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OpenShift Virtualizationへの
仮想マシンの移行
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移行ツール  Migration Toolkit for Virtualization (MTV)

● 様々なプラットフォームで稼働する  VM を 
OpenShift Virtualization 上に移行するツール

○ OpenShift 上でインストールして実行

○ サポートはOpenShiftライセンスに包含

● 移行元として選択できる  Provider
○ VMware vSphere
○ Open Virtual Appliances（OVA）
○ Red Hatの仮想化製品

● 2種類の Migration タイプから選択

○ Cold Migration
○ Warm Migration
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Ansible Automation Platform + MTVによる仮想マシン移行自動化

VM
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移行前VMバックアップ /MTVツール事前準備 (マニフェスト作成 )/MTV実行 /移行後VMバックアップ などの移行作業を自動化

Kafka, 
Prometheus,　
Dynatrace, e.t.c.

ServiceNow, e.t.c.
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Red Hat Ansible Automation Platform Service on AWS (Managed)

● レッドハットがコントロールプレーンとホップノードの管理を担当

○ コントロールプレーン: ダッシュボードや API、ジョブスケジュール、実行ログ、通知などバックエンド処理を実行

○ ホップノード: コントロールノードからのジョブ実行命令を実行ノードに転送

● 1ヶ月($412.5~)または12ヶ月($4,950~)単位のAnsibleサブスクリプションをAWS Marketplaceで購入して利用

● レッドハットの専用Webページから、コントロールプレーンとホップノードの自動インストールが可能

26
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What’s New and What’s Next
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Windows Licensing in ROSA Virtualization

28

お客様はROSAでWindowsのライセンスを取得する方法が必要となります。

AWS上でMicrosoft Windows Licensingに準拠する方法が追加されました。

● Windows License Included (LI)  (2024/12にPrivate Preview, 2025年中にGA予定)
● ライセンスは、ベアメタルホスト (ハイパーバイザー )のインスタンスサイズに応じて

AWSから自動課金

● 2019年10月以降のWindows新規ライセンスを利用する際に、

ソフトウェア  アシュアランスがない Windowsを仮想マシンとして実行する際に必要

※2019年10月にMS社から「専用ホストによるクラウド サービスのライセンス条項の更新」が行われ、オンプレライセンスをパブリッククラウドにて利用する
制限が強化されました。
https://www.microsoft.com/ja-jp/licensing/news/updated-licensing-rights-for-dedicated-cloud 

Preview
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● OpenShift Virtualization on AWS 概要
○ OpenShift が提供するサーバー仮想化機能

○ Linux と Windows の両方の仮想マシンをサポート

○ 仮想マシンの専用移行ツールを用意

● OpenShift Virtualization をクラウドで構築 /運用するメリット

○ インフラの調達が容易で、柔軟に拡張/縮退が可能

○ ハードウェアの運用をクラウドに任せることが可能

○ オンプレミスのOpenShiftのユーザーがクラウドの知識最小限でクラウド上で仮想マシンの構築/運用可能

● AWS とオンプレミスで実現するハイブリッドクラウドアーキテクチャ

○ AWS上にROSAやSelf-Managed OpenShiftを、オンプレミスにSelf-Managed OpenShiftを
構築することで、オンプレミスとクラウドでOpenShiftをベースとした基盤を構築することが可能

○ これらに必要となる OpenShiftサブスクリプションを AWS Marketplaceから購入可能

● OpenShift Virtualization への仮想マシンの移行

○ 移行ツール Migration Toolkit for Virtualization や Ansible Automation Platform を
活用した移行の自動化を目指すことが可能

まとめ
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● AWS Console/Marketplaceから購入できる OpenShiftサブスクリプションの紹介ブログ

○ https://rheb.hatenablog.com/entry/202505-openshift-subscription-aws 

Appendix
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